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●新年会・渡嘉敷村２５周年
●青年部だより・女性部だより
●SV研修・経営革新物語
●地域ビジネス力強化支援事業　伴走型支援事業
●百年企業物語「奥原製陶所」
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2017 沖縄県商工会連合会　経営安定特別相談事業セミナー

～すべてのビジネスにリピート客を！～

一圓 克彦 氏
いちえん かつひこ

リピーター創出専門
コンサルタント

日　時 平成29年 ３月17日(金 )
場　所

問合せ先

沖縄産業支援センター　１階展示場１０４

沖縄県商工会連合会支援課　鍬本・比嘉
TEL：０９８－８５９－６１５０　FAX：０９８－８５９－６１４９
http://www.oki-shokoren.or.jp/

13：30 ～15：30

０円で８割をリピーターにする集客術

■ リピーターで商売繁盛　　　　　　　
■ やってしまいがちなリピーター
　 創りの落とし穴
■ なぜ新規開拓をやめられないのか
■ 知っておきたい
　 ＜リピーターを作る3つの手法＞　　　　　　　　　　　
■ 心理学を活用した
　 ＜思い出してもらう＞ための方法

受講料
無料

Ａmazon ランキング総合１位獲得！
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県
商
工
会
連
合
会
は
1
月
10
日
、平
成
29
年
商
工

会
合
同
新
年
会
及
び
受
賞
祝
賀
会
を
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
沖
縄
ハ
ー
バ
ー
ビ
ュ
ー（
彩
海
の

間
）で
開
催
し
た
。会
場
に
は
浦
崎
副
知
事
や
能
登
沖

縄
総
合
事
務
局
長
な
ど
、多
く
の
来
賓
や
商
工
会
関

係
者
約
3
0
0
名
が
訪
れ
た
。商
工
会
連
合
会
の
當

山
会
長
は「
県
内
の
景
況
は
、あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て

好
調
に
推
移
し
て
き
た
が
、小
規
模
事
業
者
に
お
い

て
は
、人
手
不
足
や
最
低
賃
金
の
上
昇
等
に
対
応
す

る
た
め
、さ
ら
な
る
生
産
性
の
向
上
や
、経
営
力
向
上

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。商
工
会
は
、小
規
模
企
業
振
興

基
本
法
の
理
念
に
基
づ
い
た
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

策
を
活
用
し
、会
員
や
小
規
模
事
業
者
に
対
し
積
極

的
に
支
援
し
、今
後
は
県
内
の
す
べ
て
の
商
工
会
が

国
の
経
営
発
達
支
援
計
画
を
認
定
さ
れ
る
よ
う
、強

力
に
す
す
め
て
い
き
た
い
。」と
述
べ
た
。来
賓
を
代

表
し
て
翁
長
知
事（
代
読
：
浦
崎
副
知
事
）、内
閣
府

沖
縄
総
合
事
務
局
能
登
局
長
が
そ
れ
ぞ
れ
各
受
賞
者

へ
の
祝
辞
を
述
べ
、県
内
の
景
気
は
好
調
な
観
光
関

連
を
背
景
に
個
人
消
費
や
建
設
関
連
が
堅
調
に
推
移

し
て
お
り
、今
後
は
県
経
済
を
中
期
的
な
成
長
軌
道

に
乗
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、受
賞
祝
賀
会
で
受
賞
者
を
代
表
し
、平
成
28

年
度
商
工
会
全
国
大
会
で
中
小
企
業
庁
長
官
表
彰
を

受
賞
し
た
糸
満
市
商
工
会
会
長
の
玉
城
春
一
氏
が
挨

拶
を
述
べ
た
。鏡
開
き
を
経
済
団
体
代
表
者
11
名
が

行
い
、盛
大
な
商
工
会
合
同
新
年
会
及
び
受
賞
祝
賀

会
と
な
っ
た
。

平
成
二
十
九
年

商
工
会
合
同
新
年
会
及
び
受
賞
祝
賀
会渡嘉敷村商工会女性部部長

国吉佳奈子氏による主張発表
受賞者代表の糸満市商工会

会長　玉城春一氏
挨拶を行う當山憲一会長

あ れ か ら 25 年 ＝商工会設立25周年=

本
商
工
会
は
、
発
起
人
15
人
に
よ
り
、
平
成
3
年
7
月
4
日
に
創
立
総
会

で
「
渡
嘉
敷
村
商
工
会
」
を
設
立
し
、
今
年
度
「
25
周
年
」
を
迎
え
、
ま
た

青
年
部
は
、
平
成
18
年
5
月
17
日
に
設
立
し
、
今
年
度
「
設
立
10
周
年
」
を

迎
え
ま
し
た
。

同
一
年
内
に
記
念
す
べ
き
大
き
な
節
目
を
迎
え
る
こ
と
は
、
組
織
と
し
て

最
大
の
喜
び
で
あ
り
、
会
員
事
業
所
な
ら
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
の
お
か
げ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

渡
嘉
敷
村
は
慶
良
間
諸
島
最
大
の
島
で
あ
り
、
平
成
26
年
3
月
に
は
、
世

界
有
数
の
海
の
透
明
度
を
誇
る
ケ
ラ
マ
ブ
ル
ー
と
称
さ
れ
る
海
、
高
密
度
に

生
息
す
る
約
2
5
0
種
の
多
様
な
サ
ン
ゴ
や
ザ
ト
ウ
ク
ジ
ラ
の
繁
殖
地
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
「
慶
良
間
諸
島
国
立
公
園
」
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
商
工
会
は
、
島
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
振
興
を
目
指
し
修
学
旅

行
誘
致
・
受
け
皿
づ
く
り
に
取
組
み
、
青
年
部
は
、
閑
散
期
の
集
客
対
策
を

企
画
し
、
事
業
を
実
践
す
る
事
で
地
域
経
済
振
興
の
旗
振
り
役
と
し
て
寄
与

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
修
学
旅
行
誘
致
及
び
受
入
体
制
等
に
取
組
み
、
ま
た

青
年
部
に
お
い
て
は
、
閑
散
期
で
あ
る
時
期
に
事
業
を
取
組
む
事
で
地
域
経

済
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

商
工
会
設
立

25
周
年
、
青
年

部
設
立
10
周
年

を
迎
え
、
今
後

も
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
「
地

域
経
済
の
振
興

と
商
工
業
の
総

合
的
な
経
済
発

達
」
に
寄
与
す

る
べ
く
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、

役
職
員
、
青
年

部
一
丸
と
な
っ

て
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◉
渡
嘉
敷
村
商
工
会

設立 10周年記念祝賀会

始球式沖縄ボウリング場協会会長挨拶プレーの様子

集合写真

海開き

設立 25周年式典
新垣徹会長挨拶

青
年
部
だ
よ
り

　
平
成
29
年
1
月
18
日

（
水
）
レ
ス
ト
ラ
ン
残
波
苑

（
読
谷
村
）
に
て
、
商
工
会

青
年
部
合
同
新
年
会
・
新

春
名
刺
交
換
会
を
開
催
し

た
。
平
成
29
年
の
年
初
に

あ
た
り
、
傘
下
商
工
会
の

青
年
部
員
が
一
堂
に
会
し

情
報
交
換
並
び
に
交
流
を

図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

活
動
を
拡
大
す
る
機
会
を

生
み
出
す
こ
と
を
目
的
に

１
０
０
名
以
上
の
部
員
参

加
が
あ
っ
た
。
西
表
会
長

は
、
平
成
29
年
11
月
21
日

（
火
）・
22
日
（
水
）
に
開

催
さ
れ
る
全
国
商
工
会
青

年
部
全
国
大
会
（
沖
縄
大

会
）
を
県
下
商
工
会
青
年

部
員
が
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
成
功
さ
せ

よ
う
と
決
意
を
述
べ
、
協

力
を
お
願
い
し
た
。
新
年

会
は
、
各
支
部
の
紹
介
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上

が
り
親
睦
を
深
め
た
。

平
成
29
年

商
工
会
青
年
部

合
同
新
年
会

沖
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、
経

営
知
識
と
教
養
を
深
め
る
た
め
各
種
研

修
事
業
を
実
施
し
部
員
の
資
質
向
上
を

図
っ
て
き
た
。

又
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
、
募
金
運

動
、
交
通
安
全
普
及
事
業
等
を
展
開

し
、
地
域
の
貢
献
と
発
展
に
寄
与
す
る

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
県
下
31
商
工
会
女
性
部

員
の
総
力
を
結
集
し
、
各
種
事
業
の
充

実
を
図
り
、
さ
ら
な
る
躍
動
を
期
し
、

併
せ
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
た

め
、
資
金
造
成
＆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。実

施
期
間
は
、
平
成
29
年
１
月
10
日

（
日
）
〜
２
月
28
日(

火)

で
後
援
い
た

だ
い
た
沖
縄
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協
会
加

盟
10
会
場
と
宮
古
、
石
垣
の
協
力
会
場

２
会
場
で
実
施
し
て
い
る
。

又
、
１
月
13
日
（
金
）
16
時
〜
北
谷

ボ
ウ
ル
で
開
催
し
た
始
球
式
で
は
、
女

性
部
員
は
も
と
よ
り
商
工
会
職
員
も
参

加
し
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
し
ボ
ウ
リ

ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

女
性
部
だ
よ
り

「
資
金
造
成
＆

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

実
施
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興
発
展
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

商
工
会
設
立

25
周
年
、
青
年

部
設
立
10
周
年

を
迎
え
、
今
後

も
初
心
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
「
地

域
経
済
の
振
興

と
商
工
業
の
総

合
的
な
経
済
発

達
」
に
寄
与
す

る
べ
く
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、

役
職
員
、
青
年

部
一
丸
と
な
っ

て
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

◉
渡
嘉
敷
村
商
工
会

設立 10周年記念祝賀会

始球式沖縄ボウリング場協会会長挨拶プレーの様子

集合写真

海開き

設立 25周年式典
新垣徹会長挨拶

青
年
部
だ
よ
り

　
平
成
29
年
1
月
18
日

（
水
）
レ
ス
ト
ラ
ン
残
波
苑

（
読
谷
村
）
に
て
、
商
工
会

青
年
部
合
同
新
年
会
・
新

春
名
刺
交
換
会
を
開
催
し

た
。
平
成
29
年
の
年
初
に

あ
た
り
、
傘
下
商
工
会
の

青
年
部
員
が
一
堂
に
会
し

情
報
交
換
並
び
に
交
流
を

図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

活
動
を
拡
大
す
る
機
会
を

生
み
出
す
こ
と
を
目
的
に

１
０
０
名
以
上
の
部
員
参

加
が
あ
っ
た
。
西
表
会
長

は
、
平
成
29
年
11
月
21
日

（
火
）・
22
日
（
水
）
に
開

催
さ
れ
る
全
国
商
工
会
青

年
部
全
国
大
会
（
沖
縄
大

会
）
を
県
下
商
工
会
青
年

部
員
が
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
成
功
さ
せ

よ
う
と
決
意
を
述
べ
、
協

力
を
お
願
い
し
た
。
新
年

会
は
、
各
支
部
の
紹
介
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
盛
り
上

が
り
親
睦
を
深
め
た
。

平
成
29
年

商
工
会
青
年
部

合
同
新
年
会

沖
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、
経

営
知
識
と
教
養
を
深
め
る
た
め
各
種
研

修
事
業
を
実
施
し
部
員
の
資
質
向
上
を

図
っ
て
き
た
。

又
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
や
、
募
金
運

動
、
交
通
安
全
普
及
事
業
等
を
展
開

し
、
地
域
の
貢
献
と
発
展
に
寄
与
す
る

事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

本
年
度
は
、
県
下
31
商
工
会
女
性
部

員
の
総
力
を
結
集
し
、
各
種
事
業
の
充

実
を
図
り
、
さ
ら
な
る
躍
動
を
期
し
、

併
せ
て
社
会
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
た

め
、
資
金
造
成
＆
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。実

施
期
間
は
、
平
成
29
年
１
月
10
日

（
日
）
〜
２
月
28
日(

火)

で
後
援
い
た

だ
い
た
沖
縄
県
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
協
会
加

盟
10
会
場
と
宮
古
、
石
垣
の
協
力
会
場

２
会
場
で
実
施
し
て
い
る
。

又
、
１
月
13
日
（
金
）
16
時
〜
北
谷

ボ
ウ
ル
で
開
催
し
た
始
球
式
で
は
、
女

性
部
員
は
も
と
よ
り
商
工
会
職
員
も
参

加
し
和
気
あ
い
あ
い
と
交
流
し
ボ
ウ
リ

ン
グ
を
楽
し
ん
だ
。

女
性
部
だ
よ
り

「
資
金
造
成
＆

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
」

実
施
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沖
縄
県
商
工
会
連
合
会
経
営
力
向
上
支
援
室
で
は
、
よ
り
一
層
の
経
営
力
向
上

を
図
る
た
め
先
進
地
視
察
調
査
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
メ
ン
バ
ー
４
名
で
１２
月
６
日
（
火
）
〜
８
日

（
木
）
に
、
福
岡
県
の
春
日
市
商
工
会
、
う
き
は
市
商
工
会
、
福
岡
県
商
工
会
連

合
会
に
て
、
経
営
発
達
支
援
計
画
の
取
り
組
み
の
先
進
事
例
及
び
経
営
革
新
の
取

り
組
み
状
況
を
調
査
研
究
し
、
今
後
の
伴
走
型
支
援
に
活
か
す
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る

た
め
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
経
営
発
達
支
援
計
画
の
取
り
組
み
方
と
地
域
へ
の
経
済
効
果
や
、

経
営
革
新
計
画
の
取
り
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

特
に
春
日
市
商
工
会
の
取
り
組
み
は
革
新
的
で
あ
り
、
平
成
22
年
度
以
前
は
、

地
域
振
興
事
業（
花
火
大
会
等
）を
主
体
的
に
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、民
間
出
身（
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
の
事
務
局
長
の
採
用
を
期
に
、
経
営
支
援
機
関
と
し
て
劇
的
な
変

革
を
実
現
し
、経
営
革
新
計
画
承
認
支
援
数
は
数
年
間
全
国
1
位
（
年
間
約
３０
件
）

の
実
績
を
有
す
る
に
至
っ
た
。

地
域
振
興
事
業
を
推
進
す
る
組
織
か
ら
、
経
営
支
援
に
特
化
し
た
組
織
へ
の
改

革
実
現
に
お
い
て
は
、
3
年
間
で
1
0
0
件
の
経
営
革
新
承
認
支
援
と
い
う
目
標

を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、
経
営
指
導
員
等
の
職
員
の
主
体
的
な
目
標
と
し
て

引
き
出
し
、
設
定
し
た
目
標
に
対
し
て
は
妥
協
す
る
こ
と
な
く
徹
底
し
た
進
捗
管

理
を
行
い
、
組
織
と
し
て
の
目
標
達
成
に
向
け
て
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
、

会
員
事
業
所
の
経
営
改
善
に
繋
が
っ
た
。

今
後
、
沖
縄
県
の
各
商
工
会
が
伴
走
型
支
援
を
強
化
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
モ

デ
ル
と
な
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

特別研究事業
経営力向上支援事業

●エキスパート派遣事業
あなたの経営をサポート！専門家のアドバイスをうけてみませんか！

●商工会青年部・女性部　新人部員募集中
事業家として自らを見つめ直し、部員としての誇りと自信を持って、地域に根差した活動の展開で更に事業所の発展を目指しませんか。

真部洋治事務局長　大西亘経営支援課長と記念撮影

経営革新承認プレート商工会ロビーに掲示

創業セミナー 経営計画作成セミナー

八
重
瀬
町
商
工
会
で
は
経
営
発
達
支
援

計
画
の
認
定
に
基
づ
き
、「
地
域
資
源
を
活

用
し
た
商
品
開
発
」と「
新
規
創
業
者
の
支

援
﹈を
２
本
柱
に
、域
内
の
小
規
模
事
業
者

の
事
業
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
た
め
、平

成
２７
年
か
ら
２９
年
の
３
カ
年
計
画
で
推
進

し
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
度
は
自
己
資
金
で
、平
成
２８
年

度
は
全
国
連
よ
り
伴
走
型
小
規
模
事
業
者

支
援
推
進
事
業
を
活
用
し
、事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

事
業
内
容
と
し
て
は
、創
業
セ
ミ
ナ
ー
や

経
営
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
及
び
受

講
者
の
伴
走
型
支
援
、個
別
事
業
所
管
理
会

計
の
伴
走
型
支
援
、地
域
経
済
動
向
調
査
及

び
レ
ポ
ー
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
や

八
重
瀬
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
構
築
を
目
的
に

需
要
動
向
調
査
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

推
進
に
当
た
っ
て
は
、職
員
間
で
事
業
の

進
捗
確
認
や
効
果
的
な
推
進
を
行
う
た
め

毎
月
１
回
の
事
務
局
内
で
の
情
報
共
有
会

議
の
開
催
や
金
融
や
経
済
動
向
、地
域
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、方
向
性
を
共
有
認
識
す
る
た

め
、域
内
の
銀
行
及
び
役
場
担
当
課
と
の
金

融
情
報
共
有
会
議
を
四
半
期
毎
に
行
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、専
門
家
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

を
交
え
、地
域
経
済
動
向
検
討
委
員
会
を
定

期
的
に
開
催
し
、推
進
方
法
や
効
果
的
な
展

開
に
向
け
検
討
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
年
度
末
に
向
け
、事
業
評
価
委
員

会
を
開
催
し
、本
年
度
推
進
事
業
の
検
証
等

を
行
い
、次
年
度
の
効
果
的
な
推
進
に
つ
い

て
改
善
し
て
い
く
予
定
で
す
。

最
後
に
、常
に
効
率
的
、効
果
的
な
推
進

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、従
来
の
業

務
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
並
行
し
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、職
員
間
の
連
携
が

い
か
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
か
強
く
感

じ
ま
し
た
。  （
経
営
指
導
員
　
喜
屋
武 

聡
）

い
と
す
写
真
館 

経
営
革
新
物
語
石
垣
市
商
工
会

経
営
力
向
上
支
援
室

先
島
地
域
分
室 

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

髙
屋 

恵
子

ＱＲコードの
活用例

経営者と共に事業所外観

宜野湾市商工会では、今年度地域ビジネス力強化支援事業補助金が採択され、インバウンド観光による地
域商業活性化モデル事業に取り組んでいます。
主な取り組みは、県内に増加する入域観光客に対して、宜野湾市内の個性的で魅力的なお店に足を運び消
費してもらおうと、ＳＮＳやＷＥＢ、リーフレットで情報発信すること、また、受け入れるお店側も外国人対応
力を身につけて頂こうと専門家による店舗指導を受けるというものです。
これまで行った情報発信では、海外から宜野湾市内の店舗にブロガーをお招きし、その場で店の雰囲気や
商品などの情報をＳＮＳで投稿して頂いたり、また、ブログにも各店舗の情報やおすすめの商品などを掲載し
て頂きました。
店舗指導では、専門学生や沖縄に滞在する外国人から見て、各店舗がどう映っているのか、また飲食店で

はメニューの表現をどのように工夫す
ると外国人にも理解されるかなど指導
をして頂きました。
「ブロガーのＳＮＳを通じて来店した
旅行者がいましたよー」と店舗からの
声も既に頂き、今後も地元客を大事に
することはもちろんですが、訪れる外
国人客への対応力を上げることで、宜
野湾市に人が集り、事業者も収益が
伸びるような取り組みをしたいきたい
と思います。

（経営指導員　前川 優介）

地域ビジネス力強化支援事業（宜野湾市）

八
重
瀬
町

伴
走
型
支
援
事
業
の

取
組

〜
Q
R
コ
ー
ド
を
活
用
し
た

　オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
収
益
向
上
〜

「
い
と
す
写
真
館
」は
、昭
和
42
年
8
月

石
垣
島
で
創
業
、島
の
老
舗
の
写
真
館
と

し
て
今
年
で
50
周
年
を
迎
え
る
。モ
ダ
ン

な
構
造
の
店
舗
は
、市
内
桟
橋
通
り
沿
い

に
面
し
、島
内
で
は
ひ
と
き
わ
目
立
つ
建
物

で
あ
る
。

平
成
27
年
１
月
、創
業
者
の
父
か
ら
事

業
承
継
し
た
２
代
目
の
糸
洲
寛
磨
氏
は
、

商
工
会
青
年
部
活
動
に
積
極
的
に
活
動
す

る
中
、事
業
承
継
の
大
切
さ
に
触
れ
事
業

を
引
き
継
ぐ
決
意
を
し
た
。そ
の
後
、独
自

の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
、カ
ジ
ュ
ア
ル
を

ベ
ー
ス
に
し
た
島
の
自
然
を
撮
る
記
念
写

真『
島
ふ
ぉ
と
』を
手
掛
け
る
な
ど
業
績
も

順
調
に
推
移
し
て
き
た
が
、季
節
や
行
事

に
影
響
す
る
業
界
な
ら
で
は
の
２
つ
の
課

題
に
直
面
し
た
。

１
つ
は
夏
場
写
真
撮
影
の
受
注
が
伸
び

悩
む
事
、２
つ
目
は
旧
盆
月
に
当
た
る
と

祝
事
を
控
え
る
顧
客
動
向
が
更
に
業
績
の

回
復
を
鈍
ら
せ
た
事
。

こ
う
し
た
課
題
の
依
頼
を
受
け
た
玉
城

経
営
指
導
員
と
課
題
解
決
に
向
け
て
、専

門
家
と
共
に
指
導
を
受
け
計
画
作
成
に
取

り
組
み
、昨
年
１２
月
沖
縄
県
知
事
か
ら
経

営
革
新
の
承
認
を
受
け
た
。

具
体
的
に
は
他
の
I
T
企
業
と
こ
れ
ま

で
蓄
積
し
た
写
真
技
術
を
連
携
さ
せ
、

Q
R
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
、ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

分
野
に
特
化
し
た
独
自
商
材
を
開
発
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
課
題
で
あ
っ
た
夏
場
の
売
上

増
加
と
全
体
的
な
商
品
の
付
加
価
値
を
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
経
営
が
改
善
、安
定
的

な
利
益
の
確
保
が
可
能
と
な
っ
た
。

経
営
革
新
承
認
は
、地
元
紙
を
は
じ
め

大
手
新
聞
紙
に
も
掲
載
さ
れ
、特
に
地
域

の
反
響
は
大
き
く
島
外
の
認
知
度
も
飛
躍

的
に
伸
び
た
。経
営
革
新
計
画
承
認
に
よ

り
、糸
洲
氏
が
目
指
す
目
標
が
具
体
化
さ

れ「
経
営
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
に
繋
が
っ
た
」と
自
信
を
深
め
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
今
後
も
継

続
的
な
伴
走
支
援
を

行
う
と
共
に
、当
計

画
と
各
種
支
援
施
策

を
効
果
的
に
活
用
し

た
事
例
と
し
て
周
知

し
、地
域
活
性
化
の

啓
発
と
取
り
組
み
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。
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縄
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ハ
ウ
を
得
る

た
め
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
経
営
発
達
支
援
計
画
の
取
り
組
み
方
と
地
域
へ
の
経
済
効
果
や
、

経
営
革
新
計
画
の
取
り
組
み
状
況
等
に
つ
い
て
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
。

特
に
春
日
市
商
工
会
の
取
り
組
み
は
革
新
的
で
あ
り
、
平
成
22
年
度
以
前
は
、

地
域
振
興
事
業（
花
火
大
会
等
）を
主
体
的
に
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、民
間
出
身（
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）
の
事
務
局
長
の
採
用
を
期
に
、
経
営
支
援
機
関
と
し
て
劇
的
な
変

革
を
実
現
し
、経
営
革
新
計
画
承
認
支
援
数
は
数
年
間
全
国
1
位
（
年
間
約
３０
件
）

の
実
績
を
有
す
る
に
至
っ
た
。

地
域
振
興
事
業
を
推
進
す
る
組
織
か
ら
、
経
営
支
援
に
特
化
し
た
組
織
へ
の
改

革
実
現
に
お
い
て
は
、
3
年
間
で
1
0
0
件
の
経
営
革
新
承
認
支
援
と
い
う
目
標

を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
、
経
営
指
導
員
等
の
職
員
の
主
体
的
な
目
標
と
し
て

引
き
出
し
、
設
定
し
た
目
標
に
対
し
て
は
妥
協
す
る
こ
と
な
く
徹
底
し
た
進
捗
管

理
を
行
い
、
組
織
と
し
て
の
目
標
達
成
に
向
け
て
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ま
れ
、

会
員
事
業
所
の
経
営
改
善
に
繋
が
っ
た
。

今
後
、
沖
縄
県
の
各
商
工
会
が
伴
走
型
支
援
を
強
化
し
て
い
く
に
あ
た
り
、
モ

デ
ル
と
な
る
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。

特別研究事業
経営力向上支援事業

●エキスパート派遣事業
あなたの経営をサポート！専門家のアドバイスをうけてみませんか！

●商工会青年部・女性部　新人部員募集中
事業家として自らを見つめ直し、部員としての誇りと自信を持って、地域に根差した活動の展開で更に事業所の発展を目指しませんか。

真部洋治事務局長　大西亘経営支援課長と記念撮影

経営革新承認プレート商工会ロビーに掲示

創業セミナー 経営計画作成セミナー

八
重
瀬
町
商
工
会
で
は
経
営
発
達
支
援

計
画
の
認
定
に
基
づ
き
、「
地
域
資
源
を
活

用
し
た
商
品
開
発
」と「
新
規
創
業
者
の
支

援
﹈を
２
本
柱
に
、域
内
の
小
規
模
事
業
者

の
事
業
の
持
続
的
発
展
に
資
す
る
た
め
、平

成
２７
年
か
ら
２９
年
の
３
カ
年
計
画
で
推
進

し
て
い
ま
す
。

平
成
２７
年
度
は
自
己
資
金
で
、平
成
２８
年

度
は
全
国
連
よ
り
伴
走
型
小
規
模
事
業
者

支
援
推
進
事
業
を
活
用
し
、事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

事
業
内
容
と
し
て
は
、創
業
セ
ミ
ナ
ー
や

経
営
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
及
び
受

講
者
の
伴
走
型
支
援
、個
別
事
業
所
管
理
会

計
の
伴
走
型
支
援
、地
域
経
済
動
向
調
査
及

び
レ
ポ
ー
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
開
や

八
重
瀬
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成
構
築
を
目
的
に

需
要
動
向
調
査
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

推
進
に
当
た
っ
て
は
、職
員
間
で
事
業
の

進
捗
確
認
や
効
果
的
な
推
進
を
行
う
た
め

毎
月
１
回
の
事
務
局
内
で
の
情
報
共
有
会

議
の
開
催
や
金
融
や
経
済
動
向
、地
域
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、方
向
性
を
共
有
認
識
す
る
た

め
、域
内
の
銀
行
及
び
役
場
担
当
課
と
の
金

融
情
報
共
有
会
議
を
四
半
期
毎
に
行
っ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、専
門
家
や
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

を
交
え
、地
域
経
済
動
向
検
討
委
員
会
を
定

期
的
に
開
催
し
、推
進
方
法
や
効
果
的
な
展

開
に
向
け
検
討
し
な
が
ら
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

今
後
は
年
度
末
に
向
け
、事
業
評
価
委
員

会
を
開
催
し
、本
年
度
推
進
事
業
の
検
証
等

を
行
い
、次
年
度
の
効
果
的
な
推
進
に
つ
い

て
改
善
し
て
い
く
予
定
で
す
。

最
後
に
、常
に
効
率
的
、効
果
的
な
推
進

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、従
来
の
業

務
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
並
行
し
て
推

進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、職
員
間
の
連
携
が

い
か
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
か
強
く
感

じ
ま
し
た
。  （
経
営
指
導
員
　
喜
屋
武 

聡
）

い
と
す
写
真
館 

経
営
革
新
物
語
石
垣
市
商
工
会

経
営
力
向
上
支
援
室

先
島
地
域
分
室 

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

髙
屋 

恵
子

ＱＲコードの
活用例

経営者と共に事業所外観

宜野湾市商工会では、今年度地域ビジネス力強化支援事業補助金が採択され、インバウンド観光による地
域商業活性化モデル事業に取り組んでいます。
主な取り組みは、県内に増加する入域観光客に対して、宜野湾市内の個性的で魅力的なお店に足を運び消
費してもらおうと、ＳＮＳやＷＥＢ、リーフレットで情報発信すること、また、受け入れるお店側も外国人対応
力を身につけて頂こうと専門家による店舗指導を受けるというものです。
これまで行った情報発信では、海外から宜野湾市内の店舗にブロガーをお招きし、その場で店の雰囲気や
商品などの情報をＳＮＳで投稿して頂いたり、また、ブログにも各店舗の情報やおすすめの商品などを掲載し
て頂きました。
店舗指導では、専門学生や沖縄に滞在する外国人から見て、各店舗がどう映っているのか、また飲食店で

はメニューの表現をどのように工夫す
ると外国人にも理解されるかなど指導
をして頂きました。
「ブロガーのＳＮＳを通じて来店した
旅行者がいましたよー」と店舗からの
声も既に頂き、今後も地元客を大事に
することはもちろんですが、訪れる外
国人客への対応力を上げることで、宜
野湾市に人が集り、事業者も収益が
伸びるような取り組みをしたいきたい
と思います。

（経営指導員　前川 優介）

地域ビジネス力強化支援事業（宜野湾市）

八
重
瀬
町

伴
走
型
支
援
事
業
の

取
組

〜
Q
R
コ
ー
ド
を
活
用
し
た

　オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
収
益
向
上
〜

「
い
と
す
写
真
館
」は
、昭
和
42
年
8
月

石
垣
島
で
創
業
、島
の
老
舗
の
写
真
館
と

し
て
今
年
で
50
周
年
を
迎
え
る
。モ
ダ
ン

な
構
造
の
店
舗
は
、市
内
桟
橋
通
り
沿
い

に
面
し
、島
内
で
は
ひ
と
き
わ
目
立
つ
建
物

で
あ
る
。

平
成
27
年
１
月
、創
業
者
の
父
か
ら
事

業
承
継
し
た
２
代
目
の
糸
洲
寛
磨
氏
は
、

商
工
会
青
年
部
活
動
に
積
極
的
に
活
動
す

る
中
、事
業
承
継
の
大
切
さ
に
触
れ
事
業

を
引
き
継
ぐ
決
意
を
し
た
。そ
の
後
、独
自

の
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
、カ
ジ
ュ
ア
ル
を

ベ
ー
ス
に
し
た
島
の
自
然
を
撮
る
記
念
写

真『
島
ふ
ぉ
と
』を
手
掛
け
る
な
ど
業
績
も

順
調
に
推
移
し
て
き
た
が
、季
節
や
行
事

に
影
響
す
る
業
界
な
ら
で
は
の
２
つ
の
課

題
に
直
面
し
た
。

１
つ
は
夏
場
写
真
撮
影
の
受
注
が
伸
び

悩
む
事
、２
つ
目
は
旧
盆
月
に
当
た
る
と

祝
事
を
控
え
る
顧
客
動
向
が
更
に
業
績
の

回
復
を
鈍
ら
せ
た
事
。

こ
う
し
た
課
題
の
依
頼
を
受
け
た
玉
城

経
営
指
導
員
と
課
題
解
決
に
向
け
て
、専

門
家
と
共
に
指
導
を
受
け
計
画
作
成
に
取

り
組
み
、昨
年
１２
月
沖
縄
県
知
事
か
ら
経

営
革
新
の
承
認
を
受
け
た
。

具
体
的
に
は
他
の
I
T
企
業
と
こ
れ
ま

で
蓄
積
し
た
写
真
技
術
を
連
携
さ
せ
、

Q
R
コ
ー
ド
を
活
用
し
て
、ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

分
野
に
特
化
し
た
独
自
商
材
を
開
発
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
課
題
で
あ
っ
た
夏
場
の
売
上

増
加
と
全
体
的
な
商
品
の
付
加
価
値
を
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
経
営
が
改
善
、安
定
的

な
利
益
の
確
保
が
可
能
と
な
っ
た
。

経
営
革
新
承
認
は
、地
元
紙
を
は
じ
め

大
手
新
聞
紙
に
も
掲
載
さ
れ
、特
に
地
域

の
反
響
は
大
き
く
島
外
の
認
知
度
も
飛
躍

的
に
伸
び
た
。経
営
革
新
計
画
承
認
に
よ

り
、糸
洲
氏
が
目
指
す
目
標
が
具
体
化
さ

れ「
経
営
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向

上
に
繋
が
っ
た
」と
自
信
を
深
め
て
い
る
。

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
今
後
も
継

続
的
な
伴
走
支
援
を

行
う
と
共
に
、当
計

画
と
各
種
支
援
施
策

を
効
果
的
に
活
用
し

た
事
例
と
し
て
周
知

し
、地
域
活
性
化
の

啓
発
と
取
り
組
み
に

繋
げ
て
い
き
た
い
。



創
業創

業
明
治
39
年
頃
、
創
業
者
は
奥
原
崇

忠
。沖

縄
で
は
、
明
治
22
年
ま
で
一
般
住
宅

で
赤
瓦
を
使
用
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
以
前
は
首
里
城
正
殿
や
王
府
・
役

所
の
建
物
や
神
社
等
で
用
い
ら
れ
た
。
当

時
は
、
レ
ン
ガ
を
製
造
し
て
い
た
が
、
や

が
て
瓦
製
造
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、

昭
和
２１
年
に
初
め
て
商
号
を
上
与
那
原
窯

業
所
と
し
、
代
表
者
を
２
代
目
の
奥
原
崇

実
に
承
継
し
、
瓦
製
造
が
中
心
と
な
っ
て

い
た
。
戦
前
ま
で
与
那
原
町
の
港
に
は
、

本
島
中
北
部
を
結
ぶ
「
山
原
船
」
が
出
入

り
し
、「
薪
炭
の
調
達
」、「
良
質
な
ク

チ
ャ
」、「
軽
便
鉄
道
の
終
点
」
な
ど
の

利
点
か
ら
、
瓦
職
人
は
１
０
０
人
以
上
い

た
が
、
現
在
で
は
、
県
内
４
か
所
だ
け
が

製
造
し
て
い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
住
宅
へ
の
対
応

２
代
目
崇
実
は
、
沖
縄
で
初
め
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
住
宅
用
の
瓦
を
製
造
、
室
内

温
度
が
５
度
ほ
ど
違
い
の
あ
る
断
熱
効
果

の
瓦
を
開
発
し
特
許
を
取
得
。
ま
た
、
ク

チ
ャ
を
使
用
し
た
タ
イ
ル
製
造
の
先
駆
者

で
も
あ
る
。
昭
和
45
年
に
現
在
の
商
号

「
奥
原
製
陶
所
」
に
変
更
。
首
里
城
復
元

で
は
、
助
言
、
ア
ド
バ
イ
ス
、
瓦
職
人
と

し
て
貢
献
し
た
。
首
里
城
が
復
元
さ
れ
た

平
成
４
年
に
は
代
表
者
を
奥
原
崇
吉
に
承

継
。

沖
縄
ブ
ー
ム

平
成
13
年
、
ド
ラ
マ
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
」

の
影
響
で
沖
縄
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
本
土

へ
大
量
生
産
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ブ
ー

ム
も
去
り
、
平
成
24
年
に
奥
原
崇
太
（
４

代
目
・
現
代
表
者
）
へ
承
継
。

新
た
な
営
業
展
開

赤
瓦
の
製
造
か
ら
、
シ
ー
サ
ー
の
製
作

中
心
へ
経
営
を
シ
フ
ト
し
、
シ
ー
サ
ー

（
陶
器
と
漆
喰
）・
陶
器
類
の
製
造
を
中

心
と
し
た
事
業
展
開
。
漆
喰
シ
ー
サ
ー
の

起
源
は
赤
瓦
職
人
が
屋
根
瓦
の
施
工
後
、

残
っ
た
赤
瓦
と
漆
喰
で
製
作
し
家
主
へ
の

感
謝
の
意
を
込
め
贈
っ
た
歴
史
が
あ
る
。

11
年
前
に
は
与
那
原
町
商
工
会
の
H
P
作

成
講
習
会
を
受
講
し
、
シ
ー
サ
ー
の
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ

を
開
設
。
８

年
前
に
は
実

店
舗
で
あ
る

奥
原
製
陶
所

シ
ー
サ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
設
け
、
県

内
外
か
ら
多

く
の
受
注
を

頂
い
て
い
る
。

ま
た
、
シ
ー

サ
ー
作
り
体

験
教
室
も
行
っ
て
お
り
、
店
舗
や
首
里

城
、
小
学
校
等
に
て
幅
広
く
展
開
す
る
。

今
年
は
、
県
内
外
か
ら
約
1,
5
0
0

名
の
シ
ー
サ
ー
作
り
体
験
者
が
あ
っ
た
。

現
在
で
は
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
ウ
ェ
ル
カ

ム
ボ
ー
ド
や
カ
ー
ド
立
て
、
披
露
宴
で
出

生
体
重
の
シ
ー
サ
ー
を
記
念
品
と
し
て
、

両
親
へ
贈
呈
を
希
望
す
る
お
客
様
が
増
え

て
い
る
。「
お
客
様
の
要
望
に
出
来
る
だ

け
答
え
た
い
。」
と
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

こ
れ
か
ら
の
取
組
み

「
海
外
の
観
光
客
も
多
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
沖
縄
の
伝
統
工
芸
「
シ
ー
サ
ー
」
の

文
化
を
世
界
中
の
人
に
広
め
て
き
た
い
。

国
に
よ
っ
て
、
好
み
が
違
う
の
で
、
何
が

売
れ
て
、
何
が
売
れ
な
い
か
？
も
の
づ
く

り
の
好
き
な
私
は
、
様
々
な
シ
ー
サ
ー
を

造
っ
て
そ
の
答
え
を
見
つ
け
た
い
と
思
い

ま
す
。」
と
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て
い
た
。

奥
原
製
陶
所

百
年
企
業
物
語

与
那
原
町
商
工
会

経
営
指
導
員
　崎
間
　肇

南
部
分
室
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

　高
江
洲
　勤

４代目　奥原　崇太

計画の実行と資金調達・
資金繰り安定化の実現！

金融機関から同意を得た計画に基づき、ニューマネーの調達や資金繰り安定化を図り、
税理士等の認定支援機関や金融機関とともにアクションプランを実行しましょう！

経営改善計画書を作ろう！経営改善計画書を作ろう！

これで分かる！経営改善計画Ｑ＆Ａこれで分かる！経営改善計画Ｑ＆Ａ

専門家と
一緒に

経営改善の最短距離

事業の流れ

お問い合せ・ご相談

那覇商工会議所 沖縄県経営改善支援センター

TEL 098-867-6760 FAX 098-867-6773
http://nahacci.or.jp/saisei/

〒900-0033　那覇市久米2-2-10（那覇商工会議所4階）

まずは、身近の専門家や
金融機関への相談から

ＳＴＥＰ１

『経営改善計画策定支援事業』
の申請

ＳＴＥＰ2

計画の作り込み、
金融機関への説明と同意に向けて

ＳＴＥＰ3

現在、税理士、中小企業診断士等、国が認める専門家の支援を受けて経営改善計画書を策定する場合、
専門家に対する支払費用の2/3を負担する事業を実施しています。

こんな方にお勧めです

金融機関への返済条件等を変更し
資金繰りを安定させながら、

利用のイメージ図
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改
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支
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セ
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タ
ー

（
税
理
士
、中
小
企
業
診
断
士
、金
融
機
関
等
）

認
定
支
援
機
関

□ 売上を増加させたい
□ 人件費以外でコストを削減したい
□ 黒字体質の企業に転換させたい
□ 業況悪化の根本的な課題を見つけたい
□ 従業員に会社の方向性を示したい
□ 計画策定後も継続的にフォローアップをお願いしたい

●『認定支援機関』のアドバイスを受けながら、
具体的なアクションプランと計数を盛り込ん
だ実行できる計画を作りましょう！

●計画を作り込んでいく際には、メイン金融機
関や、必要に応じて信用保証協会等ともしっ
かり相談しましょう！お互いの意思疎通が肝
心です！

●身近の税理士などの『認定支援機
関』と最寄りの経営改善支援セン
ターに申請を出しましょう！

●経営への想いと経営の方向性等に
ついて、『認定支援機関』やメイン金
融機関と共有しましょう！

●まず、身近の税理士や、メイン金融機
関に『認定支援機関』や『経営改善計
画策定支援事業』について問い合わ
せてみましょう！

●最寄りの経営改善支援センターにお
問い合わせ頂いても結構です。

金融機関から返済条件を緩和してもらうことで、一時的に返済負担は軽減されます。しかしながら、経営改善に向けた対応策を講じない限り、な
かなか業況は好転せず、借入金の返済が進まないほか、状況如何では、融資を受けることが困難になり、資金繰りに支障を来す可能性も想定され
ます。このような事態に陥らないためにも、「業況改善の可能性とその実現施策」について、目に見えるかたちで対外的に説明することが重要で
あり、その説明資料として、近年、計画書の必要性が高まっています。

③協議

⑤費用の1/3
　を負担

④金融支援
　の合意

②計画策定支援
⑦モニタリング
　（3年間）

⑥費用の2/3
　を支援

①連名で相談・
　申込み

なぜ、経営改善計画書が必要なんでしょうか？
A

以下のようなメリットがあります。
①業況の改善（売上増加、コスト削減）
②金融支援の更改（返済条件の緩和等）
③金融機関、取引先からの信頼性が確保
④従業員のモチベーションや生産性が向上

経営改善計画書を作ると、どのような
メリットがあるんでしょうか？

A

Ｑ

メイン金融機関にご相談いただき、専門家を紹
介していただいたり、顧問税理士にご相談いた
だき、これらの専門家と一緒に作成していただ
く方法があります。本制度を活用した場合、その
専門家費用の2/3について、国が負担します。

計画書をどのように作成したらいいか、
分かりません。

A

Ｑ

Ｑ

検索沖縄県経営改善支援センター

●琉球リースビル

●沖縄銀行本店

琉球銀行本店●

パレットくもじ●

　安田生命
●那覇ビル

久茂地交差点泉崎交差点 泊▶◀空港

那覇商工会議所
4F

58

久茂地川

07 06
消費税転嫁対策相談窓口
●消費税の相談は　商工会へＧＯ！
消費税転嫁対策相談窓口

●中小企業・小規模事業者ビジネス創業等支援事業 ～支援ポータルサイトが立ち上がりました。～　
　中小企業診断士、税理士や弁護士、公認会計士、司法書士、社会保険労務士、等の専門家に直接ご相談できる機会を設けています。（専門家派遣事業）
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計画の実行と資金調達・
資金繰り安定化の実現！

金融機関から同意を得た計画に基づき、ニューマネーの調達や資金繰り安定化を図り、
税理士等の認定支援機関や金融機関とともにアクションプランを実行しましょう！

経営改善計画書を作ろう！経営改善計画書を作ろう！

これで分かる！経営改善計画Ｑ＆Ａこれで分かる！経営改善計画Ｑ＆Ａ
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一緒に
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事業の流れ

お問い合せ・ご相談

那覇商工会議所 沖縄県経営改善支援センター

TEL 098-867-6760 FAX 098-867-6773
http://nahacci.or.jp/saisei/

〒900-0033　那覇市久米2-2-10（那覇商工会議所4階）
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ＳＴＥＰ3

現在、税理士、中小企業診断士等、国が認める専門家の支援を受けて経営改善計画書を策定する場合、
専門家に対する支払費用の2/3を負担する事業を実施しています。

こんな方にお勧めです

金融機関への返済条件等を変更し
資金繰りを安定させながら、
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□ 売上を増加させたい
□ 人件費以外でコストを削減したい
□ 黒字体質の企業に転換させたい
□ 業況悪化の根本的な課題を見つけたい
□ 従業員に会社の方向性を示したい
□ 計画策定後も継続的にフォローアップをお願いしたい

●『認定支援機関』のアドバイスを受けながら、
具体的なアクションプランと計数を盛り込ん
だ実行できる計画を作りましょう！

●計画を作り込んでいく際には、メイン金融機
関や、必要に応じて信用保証協会等ともしっ
かり相談しましょう！お互いの意思疎通が肝
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●経営への想いと経営の方向性等に
ついて、『認定支援機関』やメイン金
融機関と共有しましょう！

●まず、身近の税理士や、メイン金融機
関に『認定支援機関』や『経営改善計
画策定支援事業』について問い合わ
せてみましょう！

●最寄りの経営改善支援センターにお
問い合わせ頂いても結構です。

金融機関から返済条件を緩和してもらうことで、一時的に返済負担は軽減されます。しかしながら、経営改善に向けた対応策を講じない限り、な
かなか業況は好転せず、借入金の返済が進まないほか、状況如何では、融資を受けることが困難になり、資金繰りに支障を来す可能性も想定され
ます。このような事態に陥らないためにも、「業況改善の可能性とその実現施策」について、目に見えるかたちで対外的に説明することが重要で
あり、その説明資料として、近年、計画書の必要性が高まっています。
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A
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①業況の改善（売上増加、コスト削減）
②金融支援の更改（返済条件の緩和等）
③金融機関、取引先からの信頼性が確保
④従業員のモチベーションや生産性が向上

経営改善計画書を作ると、どのような
メリットがあるんでしょうか？

A

Ｑ

メイン金融機関にご相談いただき、専門家を紹
介していただいたり、顧問税理士にご相談いた
だき、これらの専門家と一緒に作成していただ
く方法があります。本制度を活用した場合、その
専門家費用の2/3について、国が負担します。

計画書をどのように作成したらいいか、
分かりません。
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Ｑ

Ｑ
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●中小企業・小規模事業者ビジネス創業等支援事業 ～支援ポータルサイトが立ち上がりました。～　
　中小企業診断士、税理士や弁護士、公認会計士、司法書士、社会保険労務士、等の専門家に直接ご相談できる機会を設けています。（専門家派遣事業）
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●新年会・渡嘉敷村２５周年
●青年部だより・女性部だより
●SV研修・経営革新物語
●地域ビジネス力強化支援事業　伴走型支援事業
●百年企業物語「奥原製陶所」

c o n t e n t s

地域ビジネス力強化支援事業・宜野湾市

No282
2月号

2017 沖縄県商工会連合会　経営安定特別相談事業セミナー

～すべてのビジネスにリピート客を！～

一圓 克彦 氏
いちえん かつひこ

リピーター創出専門
コンサルタント

日　時 平成29年 ３月17日(金 )
場　所

問合せ先

沖縄産業支援センター　１階展示場１０４

沖縄県商工会連合会支援課　鍬本・比嘉
TEL：０９８－８５９－６１５０　FAX：０９８－８５９－６１４９
http://www.oki-shokoren.or.jp/

13：30 ～15：30

０円で８割をリピーターにする集客術

■ リピーターで商売繁盛　　　　　　　
■ やってしまいがちなリピーター
　 創りの落とし穴
■ なぜ新規開拓をやめられないのか
■ 知っておきたい
　 ＜リピーターを作る3つの手法＞　　　　　　　　　　　
■ 心理学を活用した
　 ＜思い出してもらう＞ための方法

受講料
無料

Ａmazon ランキング総合１位獲得！


